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判
例
研
究

養
老
保
険
を
利
用
し
て
、
関
係
法
人
か
ら
役
員
に
資
金
を
還
流
す
る
租
税
回
避

ス
キ
ー
ム
（
い
わ
ゆ
る
逆
ハ
ー
フ
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
）
に
関
し
、
満
期
保
険
金
を
受
取
っ
た
個

人
以
外
の
者
が
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
一
時
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
所
得
税
法
三
四
条
二
項

の
「
収
入
を
得
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
」
に
当
た
ら
な
い
か
ら
控
除
で
き
な
い
と
し
て
、
原

判
決
を
取
り
消
し
た
事
例

（
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
平
成
二
一
年
（
行
ヒ
）
第
四
〇
四
号

平
成
二
四
年
一
月
一
三
日
民
判
決

判
例
時

報
二
一
四
九
号
五
二
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
七
一
号
一
一
八
頁
）

藤

中

敏

弘

【
事
実
の
概
要
】

Ｘ
ら
の
経
営
す
る
株
式
会
社
（
以
下
本
件
会
社
と
い
う
）
は
、
契
約

者
を
本
件
会
社
、
被
保
険
者
を
Ｘ
ら
又
は
そ
の
親
族
、
死
亡
保
険
金
の

受
取
人
を
本
件
会
社
、
満
期
保
険
金
の
受
取
人
を
Ｘ
ら
と
し
、
平
成
八

年
か
ら
同
一
〇
年
に
か
け
て
、
保
険
期
間
三
年
又
は
五
年
の
養
老
保
険
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（
以
下
本
件
養
老
保
険
と
い
う
）に
加
入
し
、
保
険
料
を
Ｘ
ら
と
本
件
会

社
が
二
分
の
一
ず
つ
負
担
す
る
保
険
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
保
険
契

約
に
基
づ
き
Ｘ
ら
四
名
は
、
三
年
間
で
四
三
億
七
千
万
円
の
満
期
保
険

金
を
受
領
し
た
。

本
件
の
保
険
契
約
に
あ
た
っ
て
、
本
件
会
社
は
、
支
払
保
険
料
の
二

分
の
一
は
自
己
負
担
分
と
し
て
損
金
に
計
上
し
、
Ｘ
ら
の
負
担
分
の
二

分
の
一
は
Ｘ
ら
に
対
す
る
貸
付
金
と
し
て
処
理
し
、
保
険
料
の
支
払
い

は
事
実
上
一
括
し
て
本
件
会
社
が
行
っ
て
い
た
。貸
付
金
に
つ
い
て
は
、

Ｘ
ら
が
本
件
満
期
保
険
金
を
受
領
し
た
際
に
本
件
会
社
は
返
済
を
受
け

て
は
い
た
が
、
Ｘ
ら
に
対
し
給
与
所
得
と
し
て
課
税
（
源
泉
徴
収
）
処

理
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

Ｘ
ら
は
平
成
一
三
年
な
い
し
平
成
一
五
年
の
所
得
税
の
確
定
申
告
に

際
し
、
満
期
保
険
金
に
か
か
る
一
時
所
得
の
計
算
上
、
控
除
し
得
る「
収

入
を
得
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
」（
所
得
税
法
三
四
条
二
項
）は
、
本

件
法
人
が
負
担
し
た
二
分
の
一
の
保
険
料
を
含
め
保
険
料
全
額
で
あ
る

と
申
告
し
た
と
こ
ろ
、
所
轄
税
務
署
長
は
本
件
会
社
が
負
担
し
た
二
分

の
一
の
保
険
料
は
「
収
入
を
得
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
」
に
当
た
ら

な
い
と
し
て
増
額
更
正
処
分
及
び
過
少
申
告
加
算
税
の
賦
課
決
定
処
分

を
行
っ
た
。
Ｘ
ら
は
異
議
申
立
て
、
審
査
請
求
を
経
て
本
件
処
分
の
取

消
訴
訟
を
提
起
し
た
。

第
一
審
福
岡
地
裁
平
成
二
一
年
一
月
二
七
日
判
決
（
判
タ
一
三
〇
四

号
一
七
九
頁
）
は
、
所
得
税
法
三
四
条
二
項
の
文
言
か
ら
は
、
一
時
所

得
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
保
険
料
等
の
金
額
は
所
得
者
本
人
が

負
担
し
た
金
額
に
限
ら
れ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
同
法
施
行

令
一
八
三
条
二
項
二
号
本
文
が
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
一
時
金

が
一
時
所
得
と
な
る
場
合
、
保
険
料
又
は
掛
金
の
総
額
を
控
除
で
き
る

と
定
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
養
老
保
険
契
約
に
基
づ
く
満

期
保
険
金
が
一
時
所
得
と
な
る
場
合
、
所
得
者
以
外
の
者
が
負
担
し
た

保
険
料
の
額
も
満
期
保
険
金
の
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
更
正
・
決
定
処
分
を
取
り
消
し
た
。

控
訴
審
福
岡
高
裁
平
成
二
一
年
七
月
二
九
日
判
決（
判
例
集
未
搭
載
）

も
第
一
審
を
支
持
し
控
訴
を
棄
却
し
た
。

【
判
旨
】

破
棄
自
判
、
一
部
差
戻
し

１
、
所
得
税
法
は
二
三
条
な
い
し
三
五
条
に
お
い
て
、
所
得
を
そ
の
源

泉
な
い
し
性
質
に
よ
っ
て
一
〇
種
類
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
所
得
計
算
方
法
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
計
算
方

法
は
個
人
の
収
入
の
う
ち
そ
の
者
の
担
税
力
を
増
加
さ
せ
る
利
得

に
当
た
る
部
分
を
所
得
と
す
る
趣
旨
に
出
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
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一
時
所
得
の
計
算
方
法
を
定
め
た
同
法
三
四
条
二
項
も
担
税
力
に

応
じ
た
課
税
を
図
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、「
そ
の
収
入
を
得
る
た

め
に
支
出
し
た
金
額
」
を
一
時
所
得
の
金
額
の
計
算
上
控
除
す
る

と
し
た
の
は
、
一
時
所
得
に
係
る
収
入
の
う
ち
支
出
額
に
相
当
す

る
部
分
が
個
人
の
担
税
力
を
増
加
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

考
慮
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
、「
支
出
し
た
金
額
」
と
は
、

一
時
所
得
に
係
る
収
入
を
得
た
個
人
が
自
ら
負
担
し
て
支
出
し
た

も
の
と
い
え
る
金
額
を
い
う
と
解
す
る
の
が
上
記
の
趣
旨
に
か
な

う
も
の
で
あ
る
。
同
項
の
文
言
も
、
収
入
を
得
る
主
体
と
支
出
を

す
る
主
体
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
同
項
に

該
当
す
る
た
め
に
は
、
当
該
収
入
を
得
た
個
人
に
お
い
て
自
ら
負

担
し
た
も
の
と
い
え
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
。

所
得
税
法
施
行
令
一
八
三
条
二
項
二
号
に
つ
い
て
も
、
以
上
の

理
解
と
整
合
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
同
号
の
「
保

険
料
…
…
の
総
額
」
と
は
保
険
金
の
支
払
を
受
け
た
者
が
自
ら
負

担
し
て
支
出
し
た
も
の
と
い
え
る
金
額
を
い
う
と
解
す
べ
き
で
、

所
得
税
法
基
本
通
達
三
四
｜
四
も
以
上
の
解
釈
を
妨
げ
る
も
の
で

は
な
い
。

２
、
本
件
支
払
保
険
料
に
つ
き
本
件
法
人
の
経
理
処
理
か
ら
す
る
と
、

本
件
貸
付
経
理
部
分
は
、
Ｘ
ら
が
本
件
会
社
等
か
ら
の
貸
付
金
を

原
資
と
し
て
当
該
部
分
に
相
当
す
る
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
と

異
な
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
Ｘ
ら
に
お
い
て
当
該
部
分
に
相
当
す
る

保
険
料
を
自
ら
負
担
し
て
支
出
し
た
も
の
と
い
え
る
の
に
対
し
、

保
険
料
損
金
経
理
部
分
は
Ｘ
ら
が
保
険
料
を
自
ら
負
担
し
て
支
出

し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
所
得
税
法
三
四
条
二
項
に
い
う
「
収
入

を
得
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
」
と
し
て
一
時
所
得
の
計
算
に
お

い
て
控
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３
、
更
正
処
分
の
取
消
は
棄
却
、
過
少
申
告
加
算
税
の
賦
課
決
定
処
分

は
「
正
当
な
理
由
」（
国
税
通
則
法
六
五
条
四
項
）
に
当
た
る
か
否

か
に
つ
き
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
差
戻
す
こ
と
と
す
る
。

４
、
須
藤
正
彦
裁
判
官
の
補
足
意
見

所
得
税
三
四
条
二
項
の
「
そ
の
収
入
を
得
る
た
め
に
支
出
し
た

金
額
」
と
は
、
当
該
収
入
を
得
た
個
人
に
お
い
て
自
ら
負
担
し
て

支
出
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
の
は
同
条
項

の
趣
旨
・
目
的
に
照
ら
し
明
ら
か
で
あ
り
、
本
件
更
正
処
分
は
同

項
の
趣
旨
・
目
的
に
沿
っ
た
解
釈
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る

同
条
項
の
意
義
に
従
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
、
租
税
法
律
主
義

（
課
税
要
件
明
確
主
義
）
に
何
ら
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

次
に
租
税
法
律
主
義
の
下
で
は
法
的
安
定
性
や
予
測
可
能
性
が
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保
護
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
人
税
額
算
出
に
当
た
っ

て
損
金
経
理
さ
れ
る
と
い
う
方
法
で
保
険
料
の
う
ち
非
課
税
と
し

た
半
額
部
分
を
、
更
に
所
得
税
額
算
出
に
当
た
っ
て
も
控
除
さ
れ

る
べ
き
金
額
と
し
て
扱
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
重
ね
て
非
課
税

と
す
る
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
不
合
理
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
よ
り
す
れ
ば
法
定
意
見
の
解
釈
が
法
的
安
定
性

や
予
測
可
能
性
を
損
な
う
な
ど
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

も
っ
と
も
本
件
の
課
税
に
つ
い
て
、
若
干
の
混
乱
が
生
じ
た
の

は
所
得
税
施
行
令
一
八
三
条
三
項
二
号
や
所
得
税
基
本
通
達
三
四

｜
四
の
規
定
振
り
が
い
さ
さ
か
分
か
り
に
く
い
面
が
一
因
を
な
し

て
い
る
が
、
政
令
は
法
規
の
解
釈
を
決
定
付
け
る
も
の
で
は
な
い

し
、
通
達
は
法
規
の
解
釈
を
法
的
に
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
く
、

所
得
税
法
三
四
条
二
項
と
整
合
的
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
よ
う
に
解
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

【
評
釈
】

判
決
に
反
対

１
、
は
じ
め
に

近
年
多
く
の
富
裕
層
を
対
象
に
、
タ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
提

供
し
た
り
、
タ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ル
タ
ー
商
品
を
販
売
す
る
業
者
が
我
が

国
で
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
租
税
回
避
行
為
は
合
法
性
と
違

法
性
の
判
断
が
難
し
く
、
一
定
の
租
税
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
も
実
行

さ
れ
、
行
政
庁
と
納
税
者
の
間
で
訴
訟
と
な
る
事
例
が
増
え
て
い
る
。

租
税
回
避
の
根
本
は
「
租
税
要
件
の
充
足
を
回
避
」
す
る
こ
と
に
あ

り
、
そ
の
ス
キ
ー
ム
と
し
て
は
、
通
常
用
い
ら
れ
る
取
引
形
態
の
私
法

上
の
法
形
式
と
は
異
な
る
法
形
式
を
用
い
て
、
意
図
し
た
経
済
的
効
果

を
実
現
す
る
こ
と
が
通
例
の
方
法
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
作
為
的
な
ス
キ
ー
ム
と
は
別
に
、
法
の
欠
缺
あ
る
い
は
法
の
解
釈

の
限
界
を
利
用
し
租
税
回
避
を
図
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
本
件
は
こ

の
よ
う
な
作
為
的
技
術
の
無
い
租
税
回
避
ス
キ
ー
ム
と
い
っ
て
も
よ
か

ろ
う
。

近
年
訴
訟
と
し
て
問
題
に
な
る
の
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
後
者
の
形

態
の
租
税
回
避
事
案
で
あ
り
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
租
税
法
律

主
義
と
租
税
法
の
解
釈
に
か
か
る
問
題
で
あ
り
、
本
件
も
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２
、
養
老
保
険
と
法
人
契
約

法
人
が
生
命
保
険
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
通
常
の
事
業
活
動
と
し
て

一
般
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
法
人
が
何
ら
か
の
形
で
保
険
会
社

と
保
険
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
保
険
契
約
の
意
図
あ
る
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い
は
目
的
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
一
つ
は
従
業
員
の
福
利
厚
生
・

退
職
金
等
あ
る
い
は
、
事
業
保
障
と
し
て
本
来
の
保
険
目
的
を
意
図
す

る
利
用
方
法
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
利
用
方
法
と
し
て
は
、
生
命
保
険

の
「
課
税
繰
り
延
べ
」
効
果
等
を
利
用
し
た
節
税
・
税
金
対
策
を
目
的

と
し
た
利
用
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

生
命
保
険
は
一
般
的
に
、「
死
亡
保
険
（
定
期
保
険
・
終
身
保
険
）」、

「
生
存
保
険
」、「
生
死
混
合
保
険
（
養
老
保
険
）」
に
分
類
さ
れ
る
。
保

険
契
約
者
を
法
人
と
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
保
険
は
、
保
険
の
種
類
や

契
約
状
況
に
よ
り
、
支
払
保
険
料
を
「
全
額
損
金
」
と
で
き
る
場
合
と

一
部
を
「
損
金
と
資
産
計
上
」
に
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
、
保
険
料
、
保
険
金
、
税
率
等
を
勘
案
し
様
々
な
タ
ッ
ク
ス
・
ス

ト
ラ
テ
イ
ジ
を
立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
う
ち
、「
養
老
保
険
」は
死
亡
保
険
と
生
存
保
険
を
組
み
合
せ
た

保
険
で
、
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
死
亡
保
険
金
を
、
保
険
事
故

が
な
く
一
定
の
期
間
が
経
過
し
満
期
と
な
る
と
満
期
保
険
金
（
生
存
保

険
金
）
が
支
払
わ
れ
る
形
態
の
生
命
保
険
で
あ
る
。

法
人
を
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
を
役
員
又
は
使
用
人
と
す
る
養
老

保
険
の
税
務
処
理
に
関
し
て
は
、
実
務
上
大
ま
か
に
以
下
の
よ
う
な
取

扱
い
と
な
っ
て

１
）

い
る
。

①
死
亡
保
険
金
及
び
満
期
保
険
金
の
受
取
人
が
法
人
の
場
合
、
支
払
保

険
料
は
保
険
事
故
の
発
生
等
ま
で
法
人
の
資
産
に
計
上
す
る
。

②
死
亡
保
険
金
及
び
満
期
保
険
金
の
受
取
人
が
被
保
険
者
又
は
そ
の
遺

族
の
場
合
、
支
払
保
険
料
は
被
保
険
者
に
対
す
る
給
与
と
す
る
。

③
死
亡
保
険
金
の
受
取
人
が
被
保
険
者
の
遺
族
、
満
期
保
険
金
の
受
取

人
が
法
人
の
場
合
、
全
従
業
員
が
加
入
（
普
遍
的
加
入
）
し
て
い
る

場
合
、
二
分
の
一
は
資
産
計
上
、
二
分
の
一
は
損
金（
福
利
厚
生
費
）、

役
員
、
部
課
長
そ
の
他
の
使
用
人
等
一
部
の
者
の
み
加
入
（
普
遍
性

な
し
）
し
て
い
る
場
合
、
二
分
の
一
は
資
産
計
上
、
二
分
の
一
は
被

保
険
者
の
給
与
と
す
る
。

実
務
上
最
後
の
③
の
ケ
ー
ス
は
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
フ
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン

（
半
損
タ
イ
プ
型
養
老
保
険
）と
称
さ
れ
る
契
約
方
式
で
、
死
亡
保
険
は

遺
族
に
対
す
る
法
人
と
し
て
の
弔
慰
金
、
死
亡
退
職
金
と
し
て
の
性
格

を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
遺
族
は
保
険
金
と
し
て
受
け
取
る
も
の
で
、

相
続
税
法
上
は
一
定
の
非
課
税
枠
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
（
た

だ
し
、
法
人
が
別
途
退
職
手
当
金
に
該
当
す
る
旨
定
め
て
い
る
場
合
は

死
亡
退
職
金
と
な
る
）。
満
期
保
険
金
に
つ
い
て
は
、
法
人
が
自
由
に
使

え
る
財
産
と
な
り
、
満
期
保
険
金
と
資
産
計
上
の
差
額
が
法
人
の
所
得

（
益
金
）
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
ハ
ー
フ
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
で
は
、
普
遍
的
加
入
や
満

期
返
戻
金
の
配
当
予
定
利
率
の
低
下
等
に
よ
り
タ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
と
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し
て
の
旨
味
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
こ
で
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
よ
う
な
タ
イ
プ
の
養
老
保
険
の
契

約
が
考
案
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
逆
ハ
ー
フ
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
（
全
損
タ

イ
プ
型
養
老
保
険
）と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
法
人
を
保
険
契
約
者
、

役
員
又
は
使
用
人
を
被
保
険
者
、
死
亡
保
険
金
の
受
取
人
を
法
人
、
満

期
保
険
金
の
受
取
人
を
被
保
険
者
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
被
保
険
者
に

関
し
て
は
普
遍
的
加
入
の
縛
り
が
な
く
、
二
分
の
一
は
死
亡
保
険
金
に

対
応
す
る
部
分
と
し
て
定
期
保
険
料
の
支
払
保
険
料
相
当
分
と
し
て
損

金
算
入
、満
期
保
険
料
部
分
は
法
人
が
受
け
取
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

被
保
険
者
の
給
与
と
し
て
合
わ
せ
て
全
部
が
法
人
の
損
金
と
な
る
。

こ
の
タ
イ
プ
の
保
険
の
目
的
は
、
表
面
上
、
死
亡
保
険
金
は
そ
れ
を

遺
族
の
弔
慰
金
、
死
亡
退
職
金
の
財
源
に
あ
て
る
た
め
で
あ
り
、
一
方
、

満
期
保
険
金
は
役
員
・
使
用
人
の
資
産
形
成
を
援
助
す
る
こ
と
が
保
険

の
意
図
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
弔
慰
金
や
死
亡
退
職
金
と
し
て
遺
族
に

交
付
す
る
の
で
あ
れ
ば
受
取
人
を
遺
族
に
す
る
方
が
福
利
厚
生
の
目
的

を
確
実
に
実
現
で
き
る
し
、
資
産
形
成
に
関
し
て
は
従
業
員
に
満
期
保

険
金
を
交
付
す
る
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
は
養
老
保
険
を
利
用
し
役
員

へ
の
資
金
還
流
と
、
法
人
の
節
税
を
意
図
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３
、
満
期
保
険
金
と
一
時
所
得
の
性
質

個
人
の
所
得
と
し
て
の
生
命
保
険
の
満
期
保
険
金
が
ど
の
よ
う
な
所

得
に
区
分
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
保
険
の
種
類
、
保
険
契
約
の
仕

方
に
よ
り
変
わ
っ
て
く
る
。
本
件
の
よ
う
に
契
約
者（
保
険
料
負
担
者
）

と
満
期
保
険
金
の
受
取
人
が
異
な
る
場
合
、
各
々
が
個
人
で
あ
れ
ば
贈

与
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
法
人
か
ら
個
人
へ
の
贈
与
に
は

贈
与
税
は
課
税
さ
れ
ず
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
件

の
場
合
、「
一
時
所
得
」
に
区
分
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て

２
）

い
る
。

「
一
時
所
得
」
と
は
、
利
子
所
得
な
い
し
譲
渡
所
得
以
外
の
所
得
（
所

得
税
法
二
三
条
か
ら
三
三
条
に
該
当
し
な
い
所
得
）
の
う
ち
営
利
を
目

的
と
す
る
経
済
的
行
為
か
ら
生
じ
た
所
得
以
外
で
あ
っ
て
、
労
務
そ
の

他
役
務
ま
た
は
資
産
の
譲
渡
の
対
価
と
し
て
の
性
質
を
有
し
な
い
も
の

と
さ
れ
て
い
る
（
所
得
税
法
三
四
条
一
項
）。

つ
ま
り
、
所
得
税
が
所
得
を
一
〇
種
類
の
所
得
に
分
類
し
た
も
の
の

う
ち
、
一
時
所
得
と
雑
所
得
を
除
く
八
種
類
の
所
得
に
該
当
し
な
い
も

の
で
、
非
継
続
的
、
非
対
価
的
な
所
得
を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
雑
所
得
と
一
時
所
得
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
役
務
提
供

の
対
価
（
報
酬
）
に
当
た
れ
ば
雑
所
得
と
し
て
の
構
成
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
性
格
の
一
時
所
得
の
金
額
は
、
そ
の
年
中
の
一
時
所
得
に

か
か
る
総
収
入
金
額
か
ら
そ
の
収
入
を
得
る
た
め
支
出
し
た
金
額
の
合
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計
額
を
控
除
し
、
そ
の
残
額
か
ら
五
〇
万
円
を
控
除
し
た
金
額
で
あ
る

（
所
得
税
法
三
四
条
二
項
）。
さ
ら
に
一
時
所
得
は
担
税
力
が
低
い
と
の

考
慮
か
ら
、
そ
の
二
分
の
一
の
み
が
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
「
収
入
を
得
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
」
と
は
、
①
そ
の
収

入
を
生
み
出
す
行
為
を
す
る
た
め
、
ま
た
は
、
②
そ
の
収
入
を
生
み
出

し
た
原
因
の
発
生
に
伴
い
、
直
接
要
し
た
費
用
の
金
額
に
限
ら
れ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
所
得
税
法
三
四
条
二
項
括
弧
書
が
「
限
る
」
と
い
う
文

言
を
用
い
て
い
る
の
は
、
偶
発
的
利
得
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
得
る
た

め
に
支
出
し
て
も
、
収
入
の
発
生
が
偶
然
の
要
素
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
の
で
、
収
入
の
発
生
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
支
出
は
、
所
得
の
処
分

な
い
し
消
費
と
し
て
、
そ
の
控
除
を
認
め
ず
、
収
入
・
支
出
の
対
応
関

係
を
個
別
的
・
直
接
的
対
応
関
係
に
、
厳
格
に
限
定
し
た
も
の
と
さ
れ

て

３
）

い
る
。

４
、
下
級
審
の
判
断

本
件
第
一
審
及
び
原
審
を
引
用
し
た
控
訴
審
は
以
下
の
と
お
り
判
示

し
て
い
る
。

第
一
に
、
租
税
法
律
主
義
に
基
づ
く
租
税
法
令
の
解
釈
は
、
法
令
の

趣
旨
・
目
的
・
租
税
の
基
本
原
則
、
税
負
担
の
公
平
・
相
当
性
等
を
総

合
考
慮
し
、
法
的
安
定
性
、
予
測
可
能
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
限
度

で
租
税
法
令
を
客
観
的
、
合
理
的
に
解
釈
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
そ

の
際
、
通
達
は
上
級
行
政
庁
が
下
級
行
政
庁
に
対
し
て
行
う
命
令
な
い

し
示
達
で
国
民
を
拘
束
す
る
法
規
範
で
は
な
い
が
、
租
税
行
政
に
お
い

て
は
通
達
の
文
言
、
趣
旨
及
び
そ
の
合
理
性
も
十
分
検
討
し
た
上
で
租

税
法
令
の
解
釈
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
、
前
記
を
前
提
と
し
て
、
所
得
税
法
三
四
条
二
項
、
同
施
行

令
一
八
三
条
二
項
二
号
の
解
釈
、
所
得
税
基
本
通
達
三
四
｜
四
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
法
三
四
条
二
項
「
収
入
を
得
る
た

め
に
支
出
し
た
金
額
」
と
は
文
言
上
、
所
得
者
本
人
が
負
担
し
た
部
分

に
限
ら
れ
る
の
か
、
所
得
者
以
外
の
者
が
負
担
し
た
部
分
も
含
ま
れ
る

の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
同
施
行
令
一
八
三
条
二
項
二
号

は
保
険
料
又
は
掛
金
の
総
額
を
控
除
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。
同
施
行

令
一
八
三
条
二
項
二
号
た
だ
し
書
き
は
、
本
文
が
総
額
控
除
を
原
則
と

し
た
場
合
の
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
の
限
定
列
挙
で
あ
り
、
所
得

者
以
外
の
者
が
負
担
し
た
保
険
料
も
控
除
で
き
る
と
解
釈
す
る
の
が
自

然
で
あ
る
。所
得
税
法
基
本
通
達
三
四
｜
四
も
、誰
が
保
険
料
を
支
払
っ

た
か
、
所
得
者
に
給
与
課
税
さ
れ
た
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
控
除
を
認
め

て
い
る
と
し
て
い
る
と
み
る
方
が
合
理
的
で
、
通
達
の
注
書
き
は
確
認

規
定
に
す
ぎ
な
い
。

第
三
に
、
そ
の
他
の
問
題
と
し
て
所
得
税
法
七
六
条
一
項
及
び
所
得
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税
基
本
通
達
七
六
｜
四
か
ら
所
得
税
法
三
四
条
の
類
推
解
釈
に
つ
い
て

は
、
生
命
保
険
料
控
除
と
一
時
所
得
の
計
算
の
控
除
は
別
の
場
面
の
問

題
で
あ
り
、
満
期
保
険
金
は
訴
外
法
人
か
ら
の
贈
与
で
あ
る
か
ら
保
険

料
控
除
は
で
き
な
い
と
い
う
国
の
主
張
に
対
し
て
も
保
険
金
の
受
領
を

直
ち
に
贈
与
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
保
険
契
約
が
不
自
然
で
あ

る
の
で
控
除
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
主
張
に
も
、
必
ず
し
も

想
定
不
可
能
な
ほ
ど
の
不
自
然
・
不
合
理
な
も
の
で
は
な
い
と
結
論
づ

け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
控
訴
審
は
所
得
と
は
純
所
得
を
意
味
す
る
が
、
純
所
得
の

理
論
を
貫
徹
で
き
な
い
所
得
は
、
あ
る
種
の
擬
制
に
基
づ
い
て
算
定
す

る
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
と
し
、
一
時
所
得
に
つ
い
て
は
そ
の
発
生

態
様
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
必
要
経
費
が
一
義
的
に
算

出
し
う
る
か
は
疑
問
で
、
養
老
保
険
の
満
期
保
険
金
の
場
合
、
収
入
と

必
要
経
費
と
の
関
係
が
直
接
的
で
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
文
言
だ
け
で

は
、
控
除
さ
れ
る
保
険
料
は
一
時
金
を
取
得
し
た
者
自
身
が
負
担
し
た

も
の
に
限
ら
れ
る
の
か
、
受
給
者
以
外
の
者
が
負
担
し
て
い
た
も
の
も

含
ま
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
法
文
上
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

こ
の
点
か
ら
所
得
税
法
三
四
条
二
項
、
同
施
行
令
一
八
三
条
二
項
二
号

及
び
所
得
税
基
本
通
達
三
四
｜
四
を
整
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
所
得
者
以
外
の
者
が
負
担
し
た
保
険
料
も
控
除
で
き
る
こ
と
は
明

白
で
、
他
の
解
釈
を
容
れ
る
余
地
は
な
い
。「
支
払
を
受
け
る
者
以
外
の

者
が
負
担
し
た
保
険
料
又
は
掛
金
」
は
、
当
該
保
険
料
等
に
つ
き
一
時

金
等
の
支
払
を
受
け
た
者
に
対
し
給
与
課
税
さ
れ
る
等
し
て
、
当
該
保

険
料
の
支
払
を
受
け
た
者
が
実
質
的
に
負
担
し
た
も
の
を
指
す
と
す
る

解
釈
は
、
表
示
さ
れ
て
い
な
い
要
件
を
解
釈
と
称
し
て
付
加
す
る
も
の

で
、
課
税
要
件
明
確
主
義
に
反
す
る
不
当
な
解
釈
で
あ
る
。
本
件
満
期

保
険
金
に
係
る
一
時
所
得
の
計
算
上
、
法
人
損
金
処
理
保
険
料
を
控
除

で
き
る
と
す
る
こ
と
は
、
結
論
に
お
い
て
も
不
合
理
で
あ
る
と
す
る
国

の
主
張
は
、
法
令
の
不
備
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
是
正
は
解

釈
の
名
の
下
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
要
件
を
付
加
す
る
こ
と
と
な
り
許

さ
れ
な
い
と
し
た
。

５
、
租
税
法
律
主
義
と
法
解
釈

租
税
法
律
主
義
を
前
提
と
し
、
租
税
法
規
を
め
ぐ
る
法
解
釈
に
関
す

る
裁
判
例
が
急
増
し
て
い
る
。
最
高
裁
判
決
に
か
か
る
事
案
だ
け
で
も

こ
こ
数
年
来
、
ガ
ー
ン
ジ
ー
島
（
損
保
ジ
ャ
パ
ン
）

４
）

事
件
・
ホ
ス
テ
ス

報
酬

５
）

事
件
・
冷
凍
倉
庫
固
定
資
産
過
重
賦
課

６
）

事
件
・
武
富
士

７
）

事
件
・
損

益
通
算
遡
及
適
用

８
）

事
件
等
、
重
要
な
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。

租
税
法
律
主
義
は
元
来
、
租
税
立
法
に
お
け
る
基
本
原
理
と
し
て
の

機
能
を
果
た
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
租
税
法
令
の
解
釈
・
適
用
に
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お
い
て
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
近
年
の
租
税
訴
訟

に
お
い
て
は
、
租
税
法
規
の
解
釈
に
租
税
法
律
主
義
が
解
釈
指
針
と
し

て
機
能
し
、
そ
の
解
釈
原
理
を
形
成
し
て
い
る
。
租
税
法
は
一
般
に
一

義
的
に
規
定
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
の
解
釈
と
し
て
は
特
に
問
題
は
生
じ
な

い
が
、
複
雑
多
義
な
現
在
の
国
民
経
済
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

規
定
が
ど
う
し
て
も
明
確
さ
を
欠
い
た
り
、
複
雑
か
つ
技
術
的
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
国
民
経
済
の
変
化
の
速
度

に
法
律
の
規
定
が
追
い
付
か
な
い
、
あ
る
い
は
想
定
外
の
変
化
に
対
応

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
考
慮
し
て
も
、
租
税
法
律
主
義
は
そ
の
解
釈
原
理
と
し
て

は
厳
格
な
文
理
解
釈
を
要
請
す
る
。
こ
の
要
請
は
、
文
理
解
釈
以
外
の

解
釈
を
一
切
認
め
な
い
と
い
う
趣
旨
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
法

の
趣
旨
・
目
的
等
に
即
し
た
解
釈
も
許
容
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

９
）

い
る
。

し
か
し
、
租
税
法
規
が
国
民
の
財
産
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
許
容
範
囲
は
法
的
安
定
性
、
国
民
の
予
測
可
能
性
を
侵
害

す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

次
に
、
租
税
法
律
主
義
と
通
達
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
か
が
問
題

と
な
る
。
通
達
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
行
政
内
部
の
職
務
指
針
で
あ
り
、

租
税
解
釈
に
お
け
る
法
源
で
は
な
く
納
税
者
た
る
国
民
を
拘
束
す
る
も

の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
と
税
務
通
達
（
解
釈
通
達
）
に
限
っ
て

は
、
実
務
上
納
税
者
の
行
動
指
針
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
て
お
り
、

納
税
者
が
税
務
通
達
の
解
釈
に
反
す
る
課
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
れ
ば

納
税
者
の
法
的
安
定
性
、
予
測
可
能
性
を
害
し
租
税
法
律
主
義
の
理
念

を
没
却
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
事
件
を
う
け
て
平
成
二
三
年
六
月
の
税
制
改
正

で
は
政
令
（
所
得
税
施
行
令
）
の
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
改
正
の
趣

旨
と
し
て
は
、本
件
の
よ
う
な
租
税
回
避
事
案
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

養
老
保
険
の
満
期
保
険
金
に
か
か
る
一
時
所
得
の
計
算
上
、
控
除
し
う

る
金
額
を
明
確
化
す
る
た
め
だ
と
し
て

10
）

い
る
。
具
体
的
に
は
、
控
除
し

う
る
金
額
は
給
与
課
税
を
受
け
た
保
険
料
に
限
る
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
法
律
の
形
で
改
正
さ
れ
る
こ
と
は
租
税
法
律
主
義
の
観
点

か
ら
問
題
は
な
い
が
、
ま
さ
に
こ
の
点
が
係
争
中
の
最
高
裁
判
所
判
決

が
下
さ
れ
る
前
に
政
令
と
し
て
縛
り
を
か
け
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ

う
。
政
令
は
委
任
命
令
、
執
行
命
令
、
解
釈
基
準
の
明
確
化
の
範
疇
で

法
源
と
し
て
の
機
能
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
の
改
正
は
時

期
的
に
考
え
れ
ば
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ

ら
に
、
本
件
最
高
裁
判
決
は
、
控
除
し
う
る
金
額
と
し
て
給
与
課
税
を

受
け
た
も
の
に
限
定
し
て
お
ら
ず
、
自
ら
負
担
し
て
支
出
し
た
も
の
と

判
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
政
令
は
判
例
の
控
除
可
能
な
金
額
の

範
囲
を
限
定
す
る
も
の
で
、こ
の
点
か
ら
も
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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６
、
本
件
判
決
の
評
価

本
件
は
い
わ
ゆ
る
逆
ハ
ー
フ
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
と
称
さ
れ
る
租
税
回

避
ス
キ
ー
ム
に
か
か
る
初
の
最
高
裁
判
決
で
あ
る
。
同
様
の
事
案
に
関

し
、
そ
の
判
決
が
三
日
後
の
平
成
二
四
年
一
月
一
六
日
に
第
一
小

11
）

法
廷

で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、こ
の
ス
キ
ー
ム
を
国
は
違
法
と
認
め
、

こ
れ
ま
で
見
過
ご
し
て
き
た
態
度
を
改
め
課
税
処
分
に
及
ん
だ
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
件
と
一
月
一
六
日
の
事
案
は
、
遊
技
店
の
役
員
・
医
療
法
人
の
役

員
等
、
と
も
に
富
裕
層
と
い
わ
れ
る
階
層
に
属
す
る
人
達
が
、
多
額
の

資
金
を
「
課
税
繰
り
延
べ
」
が
で
き
る
唯
一
の
金
融
商
品
で
あ
る
保
険

を
利
用
し
、
課
税
の
回
避
を
行
っ
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
な
課
税
の
公
平
と
い
う
よ
う
な
視
点
と
は
別
に
、
本
件
は

租
税
法
律
主
義
と
租
税
法
規
の
解
釈
・
適
用
を
め
ぐ
る
大
き
な
問
題
を

提
示
し
て
い
る
も
の
で
こ
の
点
を
中
心
に
本
判
決
を
考
察
し
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

第
一
に
、
本
件
下
級
審
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
租
税
法
律
主

義
に
基
づ
く
法
令
解
釈
に
お
い
て
は
国
民
生
活
の
法
的
安
定
性
・
予
測

可
能
性
を
保
障
し
た
う
え
で
、
法
令
の
趣
旨
・
目
的
、
租
税
の
基
本
原

則
、
税
負
担
の
公
平
・
相
当
性
等
を
総
合
考
慮
し
、
法
的
安
定
性
、
予

測
可
能
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
限
度
で
客
観
的
、
合
理
的
に
解
釈
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
厳
格
な

意
味
で
の
文
理
解
釈
の
み
が
租
税
法
律
主
義
で
認
め
ら
れ
る
解
釈
原
理

で
あ
る
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

租
税
法
規
の
趣
旨
・
目
的
を
考
慮
し
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
容
認
し
て
い

る
点
に
お
い
て
は
、
本
件
最
高
裁
の
判
決
趣
旨
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な

い
。こ

の
点
こ
れ
ま
で
最
高
裁
が
、
租
税
法
規
の
文
理
を
手
掛
か
り
に
し

つ
つ
、租
税
法
規
の
規
定
の
趣
旨
・
目
的
を
考
慮
し
て
解
釈
を
お
こ
な
っ

て
き
た

12
）

こ
と
を
本
件
下
級
審
も
本
件
最
高
裁
も
踏
襲
す
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
、
租
税
法
律
主
義
を
前
提
と
し
た
解
釈
手
法
と
し
て
本

件
は
下
級
審
と
最
高
裁
で
同
一
の
視
点
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

判
断
・
結
論
が
真
逆
に
な
っ
た
点
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

谷
口
教
授
は
文
理
解
釈
の
結
果
な
お
複
数
の
解
釈
可
能
性
が
残
る
場

合
に
は
、
租
税
法
規
の
趣
旨
・
目
的
す
な
わ
ち
租
税
立
法
者
の
価
値
判

断
を
参
酌
し
て
法
解
釈
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
解
釈
者
が
自

身
の
価
値
判
断
を
も
っ
て
立
法
者
の
価
値
判
断
に
代
替
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
ず
、
さ
ら
に
税
収
確
保
や
公
平
負
担
と
い
う
租
税
立
法
一
般
の
動

機
に
ま
で
遡
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
租
税
法
規
の
趣
旨
・
目
的
を
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緩
や
か
に
把
握
す
る
こ
と
は
一
種
の
法
創
造
で
租
税
法
律
主
義
の
下
で

は
許
容
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
の
で

13
）

あ
る
。
こ
の
点
、
以
下
第
三
の
部
分

で
検
討
す
る
。

第
二
に
本
件
生
命
保
険
契
約
か
ら
生
ず
る
、
受
取
人
Ｘ
の
満
期
保
険

金
の
所
得
区
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
一
時
所
得
」
に
該
当
す
る
こ
と

に
は
争
い
は
な
い
。
課
税
実
務
は
生
命
保
険
金
に
か
か
る
所
得
区
分
に

関
し
契
約
の
形
式
的
側
面
に
着
目
し
所
得
区
分
の
判
断
を
行
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
形
式
判
断
に
関
し
、
異
を
唱
え
契
約
・
保
険
の
実
質
等

に
着
目
し
、
所
得
区
分
を
判
断
す
べ
き
と
い
う

14
）

主
張
も
あ
る
が
、
現
状

で
は
契
約
形
態
に
よ
る
判
断
を
以
て
所
得
区
分
を
行
っ
て
い
る
。

問
題
は
そ
の
所
得
金
額
の
算
定
方
法
で
あ
る
が
、
通
常
生
命
保
険
に

係
る
保
険
金
が
一
時
所
得
と
さ
れ
る
場
合
、
他
の
一
時
所
得
と
比
べ
そ

の
発
生
形
態
が
著
し
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
政
令
・
通
達
を
以
て
そ
の

詳
細
を
規
定
し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て

15
）

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
時
所

得
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
政
令
・
通
達
を
参
考
に
法
解
釈
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
本
件
最
高
裁
判
決
は
政
令
及
び
通
達
の
文

言
に
よ
る
法
解
釈
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
、
租
税
法
の
解
釈
と
し
て
許

容
さ
れ
て
い
る
当
該
規
定
の
趣
旨
目
的
に
照
ら
し
た
う
え
で
の
解
釈
ア

プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
と
指
摘
す
る
見
解
も

16
）

あ
る
が
最
高
裁
は
法
の
趣
旨
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
疑
問
で
あ

る
。第

三
に
、
一
時
所
得
を
規
定
す
る
所
得
税
法
三
四
条
に
関
し
、
本
件

は
「
収
入
を
得
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
」（
所
得
税
法
三
四
条
二
項
）

の
解
釈
に
関
し
複
数
の
解
釈
可
能
性
が
生
じ
た
事
案
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
法
の
趣
旨
・
目
的
を
斟
酌
し
法
解
釈
を
な
す
べ
き
で
あ

る
が
、
最
高
裁
は
所
得
税
法
三
四
条
の
趣
旨
・
目
的
を
明
確
に
し
な
い

ま
ま
、
同
条
二
項
の
「
支
出
し
た
金
額
」
と
は
個
人
自
ら
負
担
し
て
支

出
し
た
も
の
と
い
え
る
金
額
を
言
う
と
解
す
る
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
る

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
須
藤
判
事
の
補
足
意
見
に
お
い
て
も
、「
趣
旨
・

目
的
に
照
ら
し
明
ら
か
」
と
い
う
こ
と
の
み
で
一
時
所
得
課
税
の
趣

旨
・
目
的
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
政
令
は
生
命
保
険
金
課
税
に
当
た
り
、
そ
の
法
解
釈
を
明

確
化
す
る
た
め
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
本
来
一
義
的
に
解
釈
で
き
る
よ

う
規
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
を
整
合
性
と
い
う
解
釈
技

術
を
用
い
て
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
政
令
そ
の
も

の
が
租
税
法
律
主
義
違
反
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ

り
法
解
釈
に
お
け
る
循
環
論
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
点
、
最
高
裁
は
外
国
税
額
控
除
余
裕
枠
り
そ
な
銀
行

17
）

事
件
に
お

い
て
、
制
度
趣
旨
・
目
的
を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
制
度
濫
用
論
を
根
拠

と
し
て
、
短
縮
的
な
結
論
を
示
し
た

18
）

判
決
と
類
似
す
る
の
で
あ
る
。
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本
件
も
い
わ
ば
、
制
度
の
間
𨻶
を
縫
っ
て
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
利
用
し

た
者
だ
け
が
得
を
す
る
と
い
っ
た
不
公
平
感
、
制
度
悪
用
感
が
根
底
に

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
件
で
補
足
意
見
を
論
じ
て
い
る
須
藤
判
事
が
武
富
士
事

件
で
述
べ
た
補
足
意
見
の
趣
旨
の
と
お
り
、
不
公
平
感
を
法
解
釈
の
指

針
と
し
文
理
解
釈
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

本
件
福
岡
高
裁
判
決
が
ま
さ
に
、
武
富
士
事
件
の
須
藤
判
事
の
補
足

意
見
を
引
用
し
判
示
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

19
）

る
と
、
本
判
決
に
対
し
て
は
違
和
感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
一
時
所
得
と
は
一
〇
種
類
の
所
得
の
う
ち
、
利
子
所
得

か
ら
譲
渡
所
得
ま
で
の
典
型
的
な
八
種
類
の
所
得
を
除
い
た
も
の
で

（
他
の
所
得
の
非
該
当
性
）、
非
継
続
性
、
非
対
価
性
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。
担
税
力
が
他
の
所
得
に
比
べ
低
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
半

額
課
税
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
質
的
担
税
力
は
他
の
給
与
所
得

や
雑
所
得
と
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
他
の
九
種

類
の
所
得
に
属
さ
な
い
も
の
を
補
充
的
・
消
極
的
に
構
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
担
税
力
の
捉
え
方
と
し
て
は
九
種
類
の
所
得
と
は

別
の
視
点
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
最
高
裁
判
決
は
こ
の
点

明
確
に
論
じ
て
い
な
い
が
、
推
測
の
範
囲
で
い
え
ば
純
所
得
概
念
に
立

ち
、「
支
出
し
た
金
額
」
を
他
の
所
得
同
様
「
投
下
資
本
の
回
収
」
と
い

う
視
点
か
ら
み
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
所
得
税
法
三
四

条
二
項
は
一
時
所
得
の
性
質
か
ら
、所
得
計
算
上
控
除
さ
れ
る
金
額
は
、

こ
の
経
費
性
・
費
用
性
の
観
念
を
払
拭
し
て
い
る
の
で

20
）

あ
る
。

ま
た
、
仮
に
本
判
決
が
説
示
す
る
よ
う
に
「
支
出
し
た
金
額
」
が
個

人
に
お
い
て
自
ら
負
担
し
て
支
出
し
た
金
額
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
生

命
保
険
の
掛
金
の
総
額
の
う
ち
満
期
保
険
金
に
係
る
個
人
の
支
払
額

を
、
保
険
期
間
・
被
保
険
者
の
寿
命
等
数
理
計
算
の
う
え
算
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
保
険
掛
金
の
二
分
の
一
を
損
金
、
差
額
を
資
産
計
上
し
て

い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
法
人
税
法
上
の
経
理
処
理
を
簡
便
化
す
る
た

め
の
手
法
で
あ
っ
て
、
判
決
が
支
払
保
険
料
の
う
ち
二
分
の
一
が
満
期

保
険
金
の
原
資
で
残
り
が
死
亡
保
険
金
の
原
資
で
あ
る
と
す
る
根
拠
ど

こ
に
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
法
人
税
法
上
の
経
理
処
理
が
所
得
税

法
の
一
時
所
得
の
支
出
し
た
金
額
の
算
定
と
な
る
べ
き
法
的
根
拠
は
な

い
。
最
高
裁
は
こ
の
点
に
関
し
、
経
費
の
二
重
控
除
に
よ
る
不
公
正
・

不
公
平
さ
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
解
釈
を
施
し
た
と
推
測
さ
れ
、
や
は

り
解
釈
手
法
と
し
て
の
適
正
さ
を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
本
判
決
は
租
税
法
律
主
義
に
違
反
し
問
題
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
に
対
し
て
は
、

一
般
的
な
心
情
か
ら
す
れ
ば
、
公
平
課
税
と
い
っ
た
点
で
問
題
が
あ
る
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が
、
立
法
的
解
決
を
図
る
か
、
所
得
区
分
の
再
検
討
を
行
う
か
、
別
の

課
税
方
法
に
よ
り
適
正
な
租
税
負
担
を
さ
せ
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
、

不
公
平
感
の
是
正
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、「
差
戻
し
」の
点
に
つ
い
て
は
後
日
の
評
釈
に
譲
る
と
す
る

が
、
本
件
判
決
後
の
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
で
は
、
差
戻
し
事
由
が

相
当
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。加
算
税
賦
課
除
外
事
由
と
し
て
の「
正

当
理
由
」（
国
税
通
則
法
六
五
条
四
項
）は
、
本
件
の
よ
う
な
租
税
回
避

ス
キ
ー
ム
が
広
く
タ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ル
タ
ー
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
例
え
ば
保
険
会
社
か
ら
税
金
が
か
か
ら
な
い

と
言
わ
れ
勧
誘
さ
れ
た
場
合
な
ど
様
々
な
問
題
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
場

合
に
よ
っ
て
は
勧
誘
会
社
等
へ
の
民
事
賠
償
の
問
題
も
あ
り
、
差
戻
し

審
の
判
断
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注１
）

法
人
税
法
基
本
通
達
九
｜
三
｜
四

２
）

所
得
税
法
基
本
通
達
三
四
｜
一

３
）

谷
口
勢
津
夫
『
税
法
基
本
講
義
』
二
六
九
頁
（
弘
文
堂

第
二
版

二

〇
一
一
）

４
）

最
判
平
成
二
一
年
一
二
月
三
日

民
集
六
三
巻
一
〇
号
二
二
八
三
頁

５
）

最
判
平
成
二
二
年
三
月
二
日

判
時
二
〇
七
八
号
八
頁

判
タ
一
三

二
三
号
七
七
頁

６
）

最
判
平
成
二
二
年
六
月
三
日

民
集
六
四
巻
四
号
一
〇
一
〇
頁

７
）

最
判
平
成
二
三
年
二
月
一
八
日

判
時
二
一
一
一
号
三
頁

判
タ
一

三
四
五
号
一
一
五
頁

８
）

最
判
平
成
二
三
年
九
月
三
〇
日

判
時
二
一
三
二
号
三
九
頁

判
タ

一
三
五
九
号
八
〇
頁

９
）

法
の
趣
旨
・
目
的
に
即
し
た
解
釈
こ
そ
が
文
理
解
釈
で
あ
る
と
い
う

見
解
も
あ
り
、
文
理
解
釈
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
論
者
に
よ
り
若
干
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
手
法
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て

い
る
。

参
考：

占
部
裕
典
「
租
税
法
に
お
け
る
文
理
解
釈
の
意
義
と
内
容
」

税
法
学
五
六
三
号
（
二
〇
一
〇
）
七
五
頁

10
）

平
成
二
三
年
税
制
改
正
の
解
説
八
七
頁

財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
: //w

w
w
.m
o
f.g
o
.jp

）
参
照

11
）

判
例
時
報
二
一
四
九
号
五
八
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
七
一
号
一
二

五
頁

12
）

中
里
実
ほ
か
『
租
税
法
概
説
』
四
二
頁
（
有
斐
閣

二
〇
一
一
）

13
）

谷
口
・
前
掲
注
（
３
）
三
六
〜
三
七
頁

14
）

上
田
正
勝
「
個
人
の
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
一
時
金
・
年
金
に
係

る
所
得
金
額
の
計
算
に
つ
い
て
」
税
大
論
叢
六
九
号
二
三
二
頁

15
）

古
矢
文
子
「
収
入
を
得
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
（
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
税
務
争
訟
判
決
・
評
決
か
ら
探
る
実
務
ヒ
ン
ト
）」
税
理
五
二
巻
一
号

（
二
〇
〇
九
）
九
四
頁

16
）

金
井
肇
「
一
時
所
得
の
保
険
料
の
控
除
範
囲
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
決

と
そ
の
解
釈
（
事
例
研
究
）」
税
理
五
五
巻
三
号
（
二
〇
一
二
）
一
二
五
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頁

17
）

最
判
平
成
一
七
年
一
二
月
一
九
日

民
集
五
九
巻
一
〇
号
二
九
六
四

頁

18
）

田
中
治
「
租
税
法
律
主
義
の
現
代
的
意
義
」
税
法
学
五
六
六
号
（
二

〇
一
一
）
二
六
〇
頁

19
）

木
山
泰
嗣
「
租
税
要
件
明
確
主
義
の
解
釈
論
的
展
望
」
青
山
法
務
研

究
論
集
第
四
号
（
二
〇
一
一
）
四
三
頁

20
）

岩
崎
政
明
「
納
税
者
と
法
人
と
が
保
険
料
を
負
担
し
た
養
老
保
険
に

係
る
一
時
所
得
の
計
算
（
租
税
判
例
研
究
四
五
四
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四

〇
七
号
（
二
〇
一
〇
）
一
七
五
頁

こ
の
点
に
関
し
投
下
資
本
と
の
同
質
性
を
論
ず
る
実
務
家
も
い
る
が

（
佐
藤
孝
一
・
税
務
事
例
四
二
巻
八
号
（
二
〇
一
〇
）
五
頁
）、
一
時
所

得
の
本
質
か
ら
考
慮
す
る
と
疑
問
で
あ
る
。
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